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我々は、宇宙マイクロ波背景放射観測衛星 LiteBIRDや南極テラヘルツ望遠鏡に搭載するミ

リ波、サブミリ波を直接検出する超伝導共振器（Microwave Kinetic Inductance Detector, MKID）

カメラの開発を進めている。MKIDに入射した光子のエネルギーが超伝導体のギャップエネ

ルギーより大きいとき、超伝導体中のクーパー対を破壊し準粒子が生じるため、力学的イン

ダクタンスが変化する。この変化により共振器の共振周波数が変わり、MKIDはこの共振周

波数の変化を以って光子を検出する。これまでは、ミリ波を検出するために、転移温度（Tc）

が 1.2 K、ギャップエネルギーが ~80 GHzのアルミニウム(Al)を用いた MKIDの開発を行って

きた。 

しかし、MKIDの感度を上げるためには Tc の ~1/10 まで冷却しなければならず、アルミニ

ウムの場合 120 mK まで冷却が必要となる。そこで、Tc=9.2 Kのニオブ(Nb)薄膜の上に Al薄

膜を積層することで、Al単層膜よりも高い Tcが得られる近接効果を利用する。これにより、

冷凍機に負担をかけずに Al 単層膜のMKIDと同等の性能を達成することが期待できる。しか

し、積層型 MKID では図（左）のように共振の形が歪む事例が見つかった（図（右）は単層

型MKIDによる通常の共振の形）。本講演ではその解決策を提案する。 

    

図 共振の形の歪んだもの（左）と通常のもの（右） 
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